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特集●歯科口腔保健を巡る話題
これからの歯科保健行政の推進 国立保健医療科学院生涯健康研究部・地域保健システム研究分野 安藤 雄一

歯周病のり患実態と 8020 運動の現状 深井保健科学研究所，日本歯科医師会地域保健委員会委員長 深井 穫博

歯周病と全身の疾病との関係 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯周病学分野 和泉 雄一・他

歯科保健の国際比較 日本大学歯学部医療人間科学教室 尾崎 哲則

歯科保健活動で「地域とつながる」ということ
新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生命福祉学講座口腔保健学分野 葭原 明弘

咀嚼(噛むこと)の効用と嚥下障害 日本歯科大学生命歯学部衛生学 福田 雅臣

口臭の臨床と公衆衛生 東京医科歯科大学大学院健康推進歯学分野 川口 陽子

ドライマウス(口腔乾燥症)の現状と課題 鶴見大学歯学部病理学講座，先制医療研究センター 斎藤 一郎

子どもへの虐待と歯科 森岡歯科医院院長 森岡 俊介

公衆衛生 vol. 77 No. 1 2013 年 1 月86 (86)

･ Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo
© 2013, Printed in Japan.

･ 本誌に掲載された著作物の複写・複製・転載・翻訳・データベースへの取り込みおよ
び送信(送信可能化権を含む)に関する許諾権は医学書院が保有しています．

･ 本誌を無断で複製する行為(複写，スキャン，デジタルデータ化など)は，「私的使用
のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられています．大学，病
院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的(診療，研究活動を含む)で上
記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，
違法です．また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼し
て上記の行為を行うことは違法となります．

･ 〈㈳出版者著作権管理機構 委託出版物〉
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，
そのつど事前に，㈳出版者著作権管理機構(電話 03-3513-6969，FAX 03-3513-6979，
info@jcopy.or.jp)の許諾を得てください．

･医学書院ホームページ http://www.igaku-shoin.co.jp
･公衆衛生URL http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/koshu/

公衆衛生(第77巻 第1号) 2013年1月15日発行(毎月1回15日発行)
投稿論文オンライン受付
ID：koshu パスワード：koshu

定価 2,520 円(本体 2,400 円＋税 5%)
2013 年年間購読料(税込，送料弊社負担)：冊子版 28,800 円，電子版/個人 28,800 円，
電子版/共有 33,200 円，冊子＋電子版/個人 33,800 円，冊子＋電子版/共有 38,200 円
発行：株式会社 医学書院 代表者 金原 優 〠 113-8719 東京都文京区本郷 1-28-23
本誌編集室(担当/野中・能藤)：直通TEL(03)3817-5718 FAX(03)3815-7802 E-mail : koshu@igaku-shoin.co.jp
販売部：直通TEL(03)3817-5659 FAX(03)3815-7804 振替口座：00170-9-96693 番
印刷所：三美印刷(株)TEL(03)3803-3131
広告申込所：(株)メディカルブレーン TEL(03)3814-5980 デザイン：デザイン・プレイス TEL(03)6426-7805

●本号の特集を拝読し，恩師の新井宏朋先生が 1995 年

の日本公衆衛生学会総会(会長講演)で提唱された「公

衆衛生のパラダイムシフト」を思い出しました．疾病管理か

ら健康なまちづくりへ，疫学偏重から政策科学重視へとい

った提案には，公衆衛生の危機を打破したいとの思いが

込められていました．あれから18 年．危機は複雑化し，更な

るパラダイムシフトが必要と感じた次第です． (阿彦忠之)
●地域保健法成立以降の怒涛のような保健所統廃合と行

政の組織改正により，公衆衛生は大転換期を迎えていま

す．時代や社会とともに健康課題は変わるため，それに対

応する組織や体制も変化しますが，公衆衛生の重要性に

変わりはありません．大局を見る目と柔軟な発想で課題に

取り組み日々活動していくことが，公衆衛生の明るい未来

につながると信じています． (品川靖子)
●｢公衆衛生」についての共通のコンセンサスがなくなってい

ることに，わが国の公衆衛生の最大の危機があると感じてい

ます．40 年余り迷走状態であったイギリスにおいて，本年 4

月に HPA(健康保護庁)と保健省を合体させて「Public

Health England」が発足します．イギリスが Public Health

をどう復活させるのか，期待しています． (高鳥毛敏雄)
●公衆衛生行政に従事して，人生に譬えれば成人式を迎

えた年に，本誌編集委員を担当させて頂くことになりまし

た．組織の一員として様々な事前事後対応やその連絡調

整に明け暮れ，公衆衛生医としてのアイデンティティについ

て未だ思い迷う日々ですが，特集内白井先生の「悩める

公衆衛生医師へのアドバイス」に勇気付けられました．こ

んな私ですが，どうぞよろしくお願いいたします．(成田友代)
●かなり以前から，私が若い頃諸先輩から学んだ公衆衛

生と現在の公衆衛生の状況がどこか違うという感覚を抱い

ていました．そんなこともあって今回の「公衆衛生の危機」

の特集企画に参画しました．私の感覚が変なのかもしれま

せんが，今回の特集を踏まえて，今後も，どこか違うという

感覚の正体が何なのか考えていきたいと思っています．

(西田茂樹)
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会長，大阪大学名誉教授
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阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

品川 靖子 公益財団法人東京都予防医
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高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授
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部担当部長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長
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